
 
 
 

避難訓練のしおり 

要配慮者利用施設における

避難訓練の実施について 
 

国土交通省 「避難訓練チェックリスト」から 

 

 

 

 

 

 

 

浸水想定区域内や土砂災害警戒区域内の要配慮者利用施設の所有
者（管理者）には、避難確保計画の作成以外に、避難訓練の実施が
義務づけられています。 

このしおりは、浸水を想定した訓練の方法等について、国土交通
省の「避難訓練チェックリスト」からポイントとチェック項目を抜
粋したものです。 

この「避難訓練チェックリスト」は、訓練をより効果的に実施し
ていただくために作成されたもので、参考になるヒント・事例も掲
載されています。 施設の訓練にぜひご活用ください。（土砂災害
にも応用できます。） 

 

 

※次ページ以降に出てくる様式番号は、国土交通省の避難確保計画作成様式番号となります。 
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☑ 避難訓練(チェックリスト使用)時に 「大切にして欲しい心構え」は、 

 
☑ このしおりの内容は、 

１．段階的に発表される防災情報と 『要配慮者利用施設の主な行動』 を 
イメージしてみましょう 

２．避難訓練の内容を知る 
３．「共通訓練【必須】」を実施する 

施設において大切・必要な判断 （避難開始） の訓練として、刻一刻と変化する気
象情報等を確認しながら、「施設にとって適切なタイミング」を考える訓練 

 
4.「選択編」の訓練を実施する 

避難の各段階で必要と考えられる様々な防災行動について、例示等も参考に、いざと
いう時の行動を確認する訓練 

5.避難訓練計画を作成する 
6.避難訓練実施報告書を提出する 
 

 
 



2 

 

☑ 訓練は情報収集から始まり、段階に応じて対応が変わります。 

 

 

☑ 警戒レベル１は相当段階での気象情報等の収集と施設側の対応例。 
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☑ 警戒レベル２相当段階での防災情報の収集と施設側の対応例。 

 

 

☑ 警戒レベル３段階での防災情報の収集と施設側の対応例。 

 

 

高齢者等避難 

 ・防災アプリ など 
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☑ 避難訓練には、共通訓練【必須】と選択して行う訓練があります。 

 

☑ 避難訓練の種類は、 

 

２．避難訓練の内容を知る 
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☑ 訓練では、具体的な目標設定と結果の振り返りが大切です。 

 

☑ 訓練実施後にみんなで振り返り。 

 

３．「共通訓練【必須】」を実施する 

避難確保計画も活用しましょう。 
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☑ 共通訓練の内容（その１） 

 

 

☑ 共通訓練の内容（その２） 

 

 

高齢者等避難や気象情報 

高齢者等避
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☑ 避難に必要な「行動」と「時間の計測」を考えましょう。 

 

☑ 避難訓練（選択編）の前に、施設の現状をチェックしましょう。 

 

 

４．【選択編】の訓練を実施する 
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◇選択した訓練チェックリストの選択項目に訓練目標を記入しましょう。 

☑ 選択編「初動訓練」の内容（その１） 

 

☑ 選択編「初動訓練」の内容（その２） 
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☑ 選択編「避難準備訓練」の内容（その１） 

 

☑ 選択編「避難準備訓練」の内容（その２） 
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☑ 選択編「非常体制訓練」の内容（その１） 

 

☑ 選択編「非常体制訓練」の内容（その２） 
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☑ 避難訓練の計画書作成は、 

 

☑ 避難訓練の実施報告書作成は、 

 

５．避難訓練計画の作成と６．実施報告書の提出 

 
避難訓練終了後、訓練実施報告書を作成し、市へ提出してください。 

様式・記載例は、市ホームページにあります。 

【様式】 

 

【記載例】 

 


